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＜検討方法＞
• 出水規模の大きかった連携排砂後（平成7年、平成17年、平
成29年）の河川定期横断測量データより、縦断形状がどのよ
うに変化したかを把握した。

・・・１．縦断形状の変化

• 出水規模の大きかった連携排砂後（平成7年、平成17年、平
成29年）、及び宇奈月ダム下流への土砂供給量が多かった
連携排砂後（平成30年）の航空写真より、低水路幅と、砂州
波長の変化を把握した※。

・・・２．平面形状の変化

• 令和元年度の連携排砂前後のグリーンレーザー測量データ
より、連携排砂の前後で、淵数等がどのように変化したかを
把握した。

・・・３．令和元年度排砂前後の瀬淵位置の変化
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＜目的＞
• 第49回排砂評価委員会において、航空写真等を活用し、土砂流出に伴う、瀬、淵構造の変化の把握に努める
ことが留意点として挙げられている。

• よって、既往の航空写真、横断図等を用いて瀬、淵構造がどのように変化しているかを把握した。

瀬と淵の構造調査結果について

山本晃一（2004）,構造沖積河川学-その構造特性と動態-,山海堂,p.274

※砂州の範囲について
今回の整理では、愛本で1000㎥/sを超える比較的大
きな水位に対応する砂州の大きさを目安に写真判読
から概略の範囲を記入している。具体的には愛本で
2158㎥/sを記録した平成7年の出水で形成された砂州
を参考に、それ以降の調査年でその砂州がどのように
変形していったかという視点で、砂州の範囲を設定し
ている。
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１．縦断形状の変化

• 出水規模の大きかった連携排砂後（平成7年、平成17年、平成29年）の河川定期横断測量データより、縦断形
状がどのように変化したかを把握した。

• 確定横断図の最新河床のデータより縦断図を作成した。
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• 愛本堰堤より下流の扇状地区間は、愛本堰堤直下と権蔵橋付近を除けば、河床低下傾向になく安定している。
• 愛本堰堤より上流では、堰～音沢橋付近で低下傾向が著しく、その上流は安定。ダム直下は低下傾向が著しい。

0～2.0k
1/198

2.0～5.6k
1/116

5.6～12.4k
1/91

13.2～19.8k
1/94
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黒部大橋付近より河床
勾配が緩くなる。

愛本堰堤直下で洪水水
面形が不連続になるほ
か、やや深ぼれ傾向。

愛本堰堤

愛本堰堤の上下流の
河床勾配はほぼ同じ。

ダム直下は河床
勾配が緩い。

宇奈月ダム

音沢橋付近で
顕著に低下傾向。
※砂利採取の影響あり

ダム直下は
河床低下。

低下傾向あり。

低下傾向あり。

下流部は変動があるもの
の、河床高は安定。

＜黒部川縦断変化図（上：縦断図 下：最新河床高変動）＞



-３-

２．平面形状の変化

平成7年度、平成17年（下流）

平成07年：平成7年の大規模出水（愛本2158㎥/s)直後

平成17年：平成17年の大規模出水（愛本1312㎥/s)直後 H17.09撮影

• 平面形状の変化は河床の大規模な変動が発生する、大出水の直後を比較して検証する。

寄洲が固定化

中州に植生
が繁茂する
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２．平面形状の変化

平成29年度、平成30年（下流）

平成29年：平成29年の大規模出水（愛本1221㎥/s)直後

平成30年：平成30年の排砂（愛本約170万㎥通過)直後

中州が
固定化

中州が
固定化

中州が
固定化

低水路が
顕著に縮小
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２．平面形状の変化

平成7年度、平成17年（上流）

平成07年：平成7年の大規模出水（愛本2158㎥/s)直後

平成17年：平成17年の大規模出水（愛本1312㎥/s)直後

H07.08撮影

寄洲が固定化

寄洲が固定化



-６-

２．平面形状の変化

平成29年度、平成30年（上流）

平成29年：平成29年の大規模出水（愛本1221㎥/s)直後

平成30年：平成30年の排砂（愛本約170万㎥通過)直後

中州が
固定化

低水路が
顕著に縮小

中州が
固定化



• 令和元年度の連携排砂前後のグリーンレーザー測量データより、連携排砂の前後で、瀬と淵の位置や数が
どのように変化したかを把握した。

• グリーンレーザー測量で得られた水面データを、「早瀬」「平瀬」「淵」に区分し、表示した。

-７-

３．令和元年度排砂前後の瀬淵位置の変化

【令和元年度のグリーンレーザー測量データの取り扱いについて】
瀬と淵を区分する水深等の明確な基準はないため、本分析の瀬淵区分図は早瀬を水面勾配1/40以上、平瀬を1/40未
満、淵を1.5m以上と便宜上定義し、作図を実施した。
なお、令和元年度の測量は、排砂前が5～6月、排砂後が11月に実施しているが、両調査での流量差が大きく、愛本観
測所の水深では、５月に比べ１１月が約1m低い（下流河川では平均して0.2m程度低い）状況にあった。よって、１１月の淵
の表示については、５月調査との水位差（-0.2m）を考慮した。
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３．令和元年度排砂前後の瀬淵位置の変化
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【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上(水位差を考慮し1.3m)

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上(水位差を考慮し1.3m)

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上(水位差を考慮し1.3m)

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上(水位差を考慮し1.3m)

【計測日】
令和元年：５月２７日・３０日・６月１３日
【水位(愛本観測所)】
１２５.２７ｍ

【計測日】
令和元年：５月２７日・３０日・６月１３日
【水位(愛本観測所)】
１２５.２７ｍ

【計測日】
令和元年：５月２７日・３０日・６月１３日
【水位(愛本観測所)】
１２５.２７ｍ

【計測日】
令和元年：５月２７日・３０日・６月１３日
【水位(愛本観測所)】
１２５.２７ｍ

【計測日】
令和元年：11月9日・10日・１2日
【水位(愛本観測所)】
１２4.２ｍ

【計測日】
令和元年：11月9日・10日・１2日
【水位(愛本観測所)】
１２4.２ｍ

【計測日】
令和元年：11月9日・10日・１2日
【水位(愛本観測所)】
１２4.２ｍ

【計測日】
令和元年：11月9日・10日・１2日
【水位(愛本観測所)】
１２4.２ｍ
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３．令和元年度排砂前後の瀬淵位置の変化
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【計測日】
令和元年：５月２７日・３０日・６月１３日
【水位(愛本観測所)】
１２５.２７ｍ

【計測日】
令和元年：５月２７日・３０日・６月１３日
【水位(愛本観測所)】
１２５.２７ｍ

【計測日】
令和元年：５月２７日・３０日・６月１３日
【水位(愛本観測所)】
１２５.２７ｍ

【計測日】
令和元年：５月２７日・３０日・６月１３日
【水位(愛本観測所)】
１２５.２７ｍ

【計測日】
令和元年：11月9日・10日・１2日
【水位(愛本観測所)】
１２4.２ｍ

【計測日】
令和元年：11月9日・10日・１2日
【水位(愛本観測所)】
１２4.２ｍ

【計測日】
令和元年：11月9日・10日・１2日
【水位(愛本観測所)】
１２4.２ｍ

【計測日】
令和元年：11月9日・10日・１2日
【水位(愛本観測所)】
１２4.２ｍ

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上(水位差を考慮し1.3m)

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上(水位差を考慮し1.3m)

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上(水位差を考慮し1.3m)

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上(水位差を考慮し1.3m)
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３．令和元年度排砂前後の瀬淵位置の変化
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【計測日】
令和元年：５月２７日・３０日・６月１３日
【水位(愛本観測所)】
１２５.２７ｍ

【計測日】
令和元年：５月２７日・３０日・６月１３日
【水位(愛本観測所)】
１２５.２７ｍ

【計測日】
令和元年：５月２７日・３０日・６月１３日
【水位(愛本観測所)】
１２５.２７ｍ

【計測日】
令和元年：11月9日・10日・１2日
【水位(愛本観測所)】
１２4.２ｍ

【計測日】
令和元年：11月9日・10日・１2日
【水位(愛本観測所)】
１２4.２ｍ

【計測日】
令和元年：11月9日・10日・１2日
【水位(愛本観測所)】
１２4.２ｍ

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上(水位差を考慮し1.3m)

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上(水位差を考慮し1.3m)

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上(水位差を考慮し1.3m)

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上

【瀬淵の抽出条件】
早瀨：水面勾配 1/40以上
平瀬：水面勾配 1/40未満
瀬 ：水深1.5m以上


